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特別支援学校・特別支援学級児童生徒の展示作品募集について 

 

仙台市教育センター 

 

１ ねらい  

（１）特別支援学校及び特別支援学級担当教員の造形教育や表現指導の充実を図る。 

（２）特別支援学校及び特別支援学級の教育や児童生徒に対する一般教職員の理解を深める一助

とする。 

 

２ 受付作品 

（１）対象  特別支援学級・特別支援学校の児童生徒の作品等 

※他の作品展等に発表した作品も可 

（２）ジャンルは問わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）オリジナルであること。 

 市販の教材キットを組み立てたものや既製品やキャラクターのコピーでないものに限る。

ただし，既成の写真等をもとに描いた絵や切り絵，はり絵，再構成した作品等は展示可能。 

 

３ 展示 

（１）展示場所  教育センターの１階及び２階ラウンジ（作品に合わせて決定する） 

（２）展示期間   

① 相談の上決定するが，３か月から１年程度とする。 

② 搬入・搬出日を申込書に記入のこと。 

（３）展示数及び大きさ  制限はないが，展示場所を確認の上決定すること。 

（４）搬出・搬入  原則として，学校が直接搬入及び展示をし，搬出をする。 

（５）展示方法   

① 各作品には，「作品札」を独自に工夫作成して添付する（学校名や作者名の表示の有無は

自由。作品名や作者の感想，作り方，制作の様子など入れるとよい）。 

例 ・造形作品 

平面（絵画，はり絵，切り絵，デザイン，写真，書道，書写，まんが等） 

立体（彫塑，彫刻，木工，紙工，劇衣装等） 

映像（アニメーション，映画，ビデオ記録集等） 

・作業製品（カレンダー，木工品，縫製品，織物，陶芸等） 

・言語活動作品（詩，創作文，新聞，劇，学級掲示物等） 

・音楽（演奏 CD，作曲した作品等） 

・交流及び共同学習，自立活動，生活単元学習，作業学習，遊びの指導，総合

的な学習の時間，図画工作，美術，技術家庭科等から生まれた作品等 
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② 展示方法や見せる演出（台紙ばりや額装，作品周囲の演出，解説等）を工夫する。 

 

４ 申込方法 

（１）申込期間  年間をとおして随時受け付ける。 

（２）申込方法   

事前に下記担当者に相談の上，別添申込書（教育センターWebページからもダウンロード

可）を送付のこと。 

（３）保護者の了解 

  展示及び展示方法（名前の表記の有無等）について，保護者の了解を得ておくこと。 

 

５ 作品の活用 

① 造形教育の参考資料として，作品の電子データの活用や，制作方法や指導法のまとめを後

日依頼することがある。 

② 個人作品を，教育センターのWebページや印刷資料，表紙等に掲載する場合は，学校及び

保護者に改めて了解を得る。 

③ 作品展の様子や指導参考資料は，教育センターWebページ内の「特別支援教育」のページ

や特別支援教育資料室等で活用する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈担 当〉 

仙台市教育センター 特別支援教育担当：指導主事 小川 晃 
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